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要旨：近年，建物内部の湿度環境の調整をはかる手段の一つとして，調湿性能を有する各種の内装材料が研究開発さ

れている。現在までに製品化されている調湿建材は，素材及び形状が多岐にわたり，各々の吸放湿量及び吸放湿特性

が異なっていることがこれまでの研究により明らかになった。調湿建材の吸放湿特性には，建材の平衡含水率が大き

く関わっていることが考えられる。そこで本研究では，市販されている37種の調湿建材を対象として，「JIS A 1475：

2004 建築材料の平衡含水率測定方法」に準拠して平衡含水率の測定を行った。その結果，各々の素材が異なることに

よる平衡含水率の相違が確認された。調湿建材の採用にあたっては，住宅ではその立地環境や施工空間の規模，目的

等を考慮し，収蔵庫等では収納物の環境湿度特性に適した調湿建材を採用することが必要となる。 
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Abstract: In late years, as one of the means to consult with about adjustment of the humidity environment in building, various 

interior materials having moisture controlling property are researched and developed. To date, in manufactured the moisture 

controlling building material, material and a shape vary, and it was revealed that each water vapour adsorption/desorption content 

and water vapour adsorption/desorption property was different by a past research. It is thought that equilibrium moisture content of 

building materials greatly affects water vapour adsorption/desorption property of moisture controlling building material. This 

research measured equilibrium moisture content according to "JIS A 1475 Method of test for hygroscopic sorption properties of 

building materials." for 37 kinds of commercially available moisture controlling building material. As a result, a difference of 

equilibrium moisture content by each material being different was confirmed. It becomes necessary to adopt moisture controlling 

building material in consideration of the location environment, a scale of the construction space and a purpose in the house. In 

addition, it becomes necessary to adopt moisture controlling building material suitable for environmental humidity properties of 

things in the storage. 
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Ⅰ はじめに 

 近年の日本住宅では，高断熱・高気密化が一段と進み，

室内環境の面では，結露の発生や過乾燥状態が見られる

ようになった。特に、極端な低湿度住環境は重大な健康

被害にもつながる恐れがある（２）。 

これらの現象を解消するために，建築内装材料は吸放

湿性能がある方が望ましいとされ，様々な調湿建材が研

究開発されるようになった（３）。しかし，現在市販され

ている調湿建材には，原料や形状の違いなど様々なもの

があるにも関わらず，製品毎の特性を考慮せずに利用さ

れている現状がある。さらに，施工目的や施工空間の湿

度環境に適した調湿建材を選択しなかったために，十分

な効果が得られていない事例も見受けられる。 

これまでの研究で，素材の相違によって，吸放湿量お

よび吸放湿特性に差異が生じていることが明らかとなっ

ている（１）。また，絶対湿度と吸放湿量との間に相関性

があり，季節によって調湿効果にかなりの差があること

から（４），調湿建材の吸放湿特性には，材料の平衡含水

率が大きく関わっていると考えられる。 

そこで本研究では，現行の調湿建材の平衡含水率を測

定し，各々の調湿機能との関係を比較検討し，調湿建材

の適材適所の利用を提案することを目的とする。 
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Ⅱ 実験 

１．実験試料 対象とした試験体を表─１に示す。試

験体の分類には，使用されている素材が木質素材のもの

は木質系，粘土鉱物類は土質系，その他の調湿建材を無

機質系として分類した。なお，今回対象とした試験体は

木質系９種，土質系８種，無機質系20種の計37種である。

試験体の縦横寸法は100×100（㎜）とし，厚さは市販され

ている製品の厚さとした。試験体の入手段階で測定面積

を満たすことができなかった試験体に関しては，入手す

ることができた大きさで測定を行った。 

２．実験方法 測定は，「JIS A 1475 建築材料の平衡含

水率の測定方法」のチャンバー法に準拠して図─１のよ

うに恒温恒湿槽内で行った。測定時の温度条件は23±

0.5℃とし，相対湿度条件は35，45，55，75，85，99%とし

た。測定は，各相対湿度で恒量となるまで行い，恒量が確

認された直後に次の相対湿度に変化させ，同様の測定を

行った。なお，24時間間隔で測定した連続する３回の測

定値の質量変化量が24時間前の質量の0.1%以下となった

時点で恒量とする。測定は，吸湿過程から行い，放湿過程

終了後に試験体を乾燥させ，全乾重量を測定した。 

 

図─１. 実験装置の簡略図 

Fig.1 Simple figure of the experimental equipment 

 

３．解析方法 平衡含水率の解析方法を以下に記す。

一般的に平衡含水率の表記には，平衡質量含水率を使用

して報告されているが，これは質量基準での値であるの

で，同一体積の試料であっても密度によって全乾質量が

異なるので，同一体積の試料に含まれている水分量を直

接的に知るには不都合である。調湿建材等の施工は面積

および容積を基準として行われていることから，平衡含

水率の表記も材料の密度に影響されることのない容積基

準で表わした方が，使用者の理解が容易になると考えら

れる。従って，今回の報告では，「JIS A 1476 建築材料の

含水率測定法」により定められている容積基準質量含水

率の値を使用して解析を行う。 

 u =
(𝑚−𝑚0)

𝑚0
 ・・・① 

 w = u𝜌0   ・・・② 

 

ここに，u ：平衡質量含水率（㎏/㎏）， 𝑚 ：試料の質

量（㎏），𝑚0：全乾時の試料の質量（㎏），w：容積基準

質量含水率（㎏/㎥），𝜌0：全乾時の試料の密度（㎏/㎥） 

 

表─１. 試験体一覧 

Table 1 List of specimens 

 

※素材欄の同一素材の括弧付けアルファベットは製品別

を意味する。 

 

Ⅲ 結果と考察 

１．木質系調湿建材の容積基準質量含水率 今回測定

した木質系試料の吸湿過程における容積基準質量含水率

を図─２に示す。図より，製品毎の容積基準質量含水率

に大きな差は確認できなかった。また，平衡含水率曲線
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は全体的に緩やかに上昇していく傾向が見られ，高湿度

域であっても容積基準質量含水率は高い値を示さなかっ

た。これらの結果から，木質系は高湿度環境の地域や場

所には適さないであろうことが明らかとなった。 

 

図─２. 木質系の容積基準質量含水率の比較 

Fig.2 Comparison of each equilibrium moisture content 

mass by volume curve of wood‐base 

 

２．土質系調湿建材の容積基準質量含水率 土質系試

料の吸湿過程における容積基準質量含水率を図─３に示

す。図より，製品毎の容積基準質量含水率に大きな差は

確認できなかった。また，平衡含水率曲線は全体的に緩

やかに上昇していく傾向が見られ，高湿度域に近づくに

つれて容積基準質量含水率も高い値を示していくことが

確認できた。これらの結果から，土質系は高湿度環境が

継続される地域や場所であっても採用することができる

であろうことが明らかとなった。 

 

図─３. 土質系の容積基準質量含水率の比較 

Fig.3  Comparison of each equilibrium moisture content 

mass by volume curve of soil‐base 

３．無機質系調湿建材の容積基準質量含水率 今回測

定を行った無機質系試料の吸湿過程における容積基準質

量含水率を図─４と図─５に示す。無機質系は試験体の

個数が多いため，表─１の試験体番号の中で奇数を図─

４，偶数を図─５に示した。これらの図より，製品の素材

が異なることによって容積基準質量含水率に大きな差が

生じていることが確認できた。また，無機質系の平衡含

水率曲線は木質系のように緩やかに上昇するものや土質

系のように高湿度域に近づくにつれて大きく上昇してい

くもの等，製品毎の含水特性の差が明らかとなった。こ

れらの結果から，無機質系は施工場所やその地域で起こ

りうる湿度環境を十分に考慮した上で，その湿度環境に

適した調湿建材を採用する必要があることが考えられる。 

 

 

図─４. 無機質系の容積基準質量含水率の比較（その１） 

Fig.4  Comparison of each equilibrium moisture content 

mass by volume curve of inorganic‐base (No.1) 

 

 

図─５. 無機質系の容積基準質量含水率の比較（その２） 

Fig.5  Comparison of each equilibrium moisture content 

mass by volume curve of inorganic‐base (No.2) 



－ 242 － 

４．平衡含水率と吸湿量の比較 建築材料の性能評価

を行っている建材試験センターでは，調湿建材の平衡含

水率を評価する場合、吸湿過程の相対湿度55%時の容積

基準質量含水率の値が規定の数値を上回ることを定めて

いる。また，吸湿量に関しても規定の数値を定めている。

このように調湿建材の評価項目で重要となるのは吸湿量

と平衡含水率であるので，既に報告した調湿建材の吸湿

量（１）と今回測定した平衡含水率との関係性の確認を

試みた。図─６，図─７より，木質系と土質系は平衡含

水率がほぼ一定であるが，吸湿量にはばらつきが確認さ

れた。また，図─８より，無機質系は主に珪藻土類と石膏

を原料としている調湿建材が高い平衡含水率を示し，そ

の他は低い平衡含水率を示した。これらの結果から，吸

湿量は，平衡含水率だけではなく，製品の透湿性や表面

積などの他の要因も影響していることが示唆される。 

 

 

図─６. 木質系の平衡含水率と吸湿量の比較 

Fig.6  Comparison between equilibrium moisture content 

mass and water vapour adsorption content of 

wood‐base 

 

 

図─７. 土質系の平衡含水率と吸湿量の比較 

Fig.7  Comparison between equilibrium moisture content 

mass and water vapour adsorption content of soil‐

base 

 

図─８. 無機質系の平衡含水率と吸湿量の比較 

Fig.8  Comparison between equilibrium moisture content 

mass and water vapour adsorption content of 

inorganic‐base 

 

Ⅳ おわりに 

本研究は，市販されている37種の調湿建材を対象とし

て，平衡含水率の測定を行った。その結果，調湿建材に使

用されている素材や製法が異なることによって，個々の

平衡含水率に差異が見られることが明らかとなった。ま

た，吸湿量との関係性を確認した結果，平衡含水率が一

定であっても，吸湿量が異なることが示された。現在，調

湿建材の開発に関する文献の報告は，平衡含水率と吸湿

量のどちらか一方の性能評価のみでの報告例が多くなっ

ている。今回の結果から，片方の性能評価のみでは十分

な評価が行えないことが示唆された。さらに，住宅内装

材として調湿建材を採用する場合は，住宅の立地環境や

施工空間の規模，使用目的等を考慮して各種の調湿建材

を適材適所で採用する必要があることが明らかとなった。 
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